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研究成果の概要（和文）：本研究では大学生のうつ病に対する集団認知行動療法プログラムを開発し，その有効性を検
討した。抑うつ尺度（CES-D）のカットオフスコアに基づいて抽出されたうつ病リスクの高い大学生42名を対象とした
ランダム化比較試験において，プログラムに参加した対象者は介入前から介入後にかけて抑うつ症状と自殺念慮が有意
に低減していた。加えて，同じ集団認知行動療法プログラムに参加した大うつ病性障害の診断基準を満たしていた対象
者２名においても，抑うつ尺度の得点に減少が認められた。

研究成果の概要（英文）：The present study evaluated the efficacy of group cognitive behavioral therapy (GC
BT) for depression in Japanese college students. Forty-two college students at risk for depression, who we
re selected based on cut-off score of CES-D, were randomly allocated to a GCBT program or a usual care con
trol group. Participants who received GCBT showed significantly decreased depressive symptoms and suicidal
 ideation than those in the control group. In addition, 2 participants with major depressive disorder who 
completed the identical GCBT program showed substantial decrease in depressive symptoms.
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１．研究開始当初の背景 
うつ病は一般人口において最も頻繁に認
められる精神疾患であり，わが国では特に大
学生を含めた若年層における有病率の高さ
が指摘されている (坂本・西河, 2002)。国内
の有病率調査によれば，20～34歳の 8.8%が
うつ病の診断基準を満たし(川上, 2003)，18
～34 歳の 27.6%がうつ病に罹患した経験を
持つ (Kitamura et al., 1999)。 
うつ病の最も深刻な結末は自殺である。全
国の国立大学における自殺率を集計した内
田ら (2004) の報告によれば，1990～2000
年における大学生の自殺者の割合は 10 万人
あたり 10.0～17.4人で推移しており，大学生
10万人あたりの病死者の割合（6.1～13.0人）
を常に上回っている。 
以上のように，大学生にとってうつ病は看
過できない問題となっており，効果的な対策
の確立が急務である。加えて，うつ病は大学
生の自殺の主要なリスクファクターであり，
うつ病への対策は自殺予防の手段としても
有効であると考えられる。 
うつ病に対する有効な治療の手段として，
心理学的介入の実施を挙げることができる。
古川（2011）のシステマティックレビューに
よると，うつ病に対する認知行動療法は薬物
療法と同等の有効性を持つことが示されて
いる。加えて，青年期のうつ病に認知行動療
法による介入を実施すると，薬物療法に比べ
て自殺のリスクを抑える効果が高いことが
明らかにされている (TADS Team, 2004)。
これらの点から，うつ病に対する心理学的介
入として認知行動療法的アプローチに基づ
く支援が有望であることが示唆される。 
大学生のうつ病対策として認知行動療法
を適用した先行研究の多くは，予防的介入と
して実施されている。認知行動療法に基づく
予防プログラムは，うつ病のリスクを低減す
ることによって将来のうつ病発症を抑制す
るという成果を上げてきた  (Buchanan, 
2011)。 
一方で，参加者が予防的介入を実施する前
の段階でうつ病に罹患していた場合には，そ
の参加者は予防的介入ではなく治療的介入
の対象となる。大学キャンパスにおけるうつ
病対策に治療的介入を導入した研究は，予防
的介入に比べると著しく少ない (Miller & 
Chung, 2009)。日本において予防的介入のス
クリーニング段階でうつ病に罹患している
ことが明らかになった場合は，学内外の専門
相談窓口への紹介を通じて個別に対応され
ることが通常であり，予防プログラムに代わ
る治療プログラムを適用した研究は報告さ
れていない。大学におけるうつ病対策として
は，予防的介入と治療的介入が相互に補完し
あう形で運用されることが望ましく，有効な
治療的介入プログラムの開発は重要な課題
である。 

 
 

２．研究の目的 
 本研究では，大学生のうつ病に対する集団
認知行動療法プログラムを開発し，その有効
性を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 24 年度は大学生のうつ病に対する
集団認知行動療法プログラムを開発し，うつ
病リスクの高い大学生を対象にプログラム
の有効性を検討した。 
対象者のスクリーニングには，抑うつ症
状を測定する質問紙  (CES-D, Radloff, 
1977)と，うつ病の診断を目的とした構造
化面接 (精神疾患簡易構造化面接, MINI, 
大坪ら, 2003)を使用した。抑うつを測定す
る質問紙の基準値以上の得点を示すものの，
うつ病の診断には至らない準臨床水準の抑
うつ対象者 42 名を，集団認知行動療法を
実施する介入群と通常のケアを実施する統
制群に割り付けるランダム化比較試験
（RCT）を実施した。なお，面接実施時点
でMINIに基づく大うつ病性障害の診断に
該当していた２名については RCT の対象
とはしなかったが，同様の集団認知行動療
法を実施した。集団認知行動療法は 90分×
５セッションから構成され，ファシリテー
ターはトレーニングを積んだ臨床心理士が
担当した。介入前と介入後の２時点でアセ
スメントを実施した。主要な効果指標は，
うつ病の診断面接（MINI），抑うつ症状の
尺度（CES-D），自殺念慮の尺度（SIQ）と
した。 
(2) 平成 25 年度は前年度に実施したラン
ダム化比較試験の維持効果について検討を
行った。研究対象者となったうつ病リスク
の高い大学生 42名（介入条件 20名，統制
条件 22 名）および大うつ病性障害の診断
基準を満たしていた大学生２名に対し，集
団認知行動療法プログラム終了後５ヶ月後
の時点において抑うつ症状を測定する質問
紙 (CES-D, Radloff, 1977)と自殺念慮を測
定する質問紙（SIQ, ）をフォローアップ
アセスメントとして実施した。 
(3) 本研究は関西大学大学院心理学研究科
研究・教育倫理委員会による承諾を得た。
対象者には個人情報の保護等について書面
で説明を行い，同意書へのサインを得た。 
 
４．研究成果 
(1) RCTの対象者となったうつ病リスクの高
い大学生 42名のデータについて，群（介入，
統制）×時期（介入前，介入後）の二要因分
散分析を実施した結果，抑うつ症状と自殺念
慮において群と時期の交互作用が有意であ
った（有意水準 5%）。抑うつ症状・自殺念慮
のいずれの効果指標においても介入条件で
は統制条件よりも大きな改善が認められて
おり，本研究で実施されたプログラムの有効
性を示唆する結果であった。 
 



 (2) RCT の対象者となったうつ病リスクの
高い大学生 42 名について，介入終了から５
ヶ月後のフォローアップ時点において得ら
れたデータをもとに群（介入，統制）×時期
（介入前，介入後，フォローアップ）の二要
因分散分析を実施した結果，抑うつ症状と自
殺念慮のいずれにおいても交互作用は有意
であった（有意水準 5%）。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 1 抑うつ症状への介入効果 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 2 自殺念慮への介入効果 

 
(3) 介入前の時点で大うつ病性障害の診断基
準を満たしていた対象者２名（対象者 A，B）
について，介入の経過に伴う抑うつ症状の変
化を検討した。 
対象者 A（18歳，女性，社交不安障害を併
発）は介入前の時点でCES-Dが32点であり，
島ら（1985）によるカットオフスコア（16
点）と佐藤ら（2013）によるカットオフスコ
ア（31点）の両方を上回る得点を示していた。
集団認知行動療法プログラムへの参加に伴
って CES-D の得点は軽快し，介入後の時点
では７点，フォローアップの時点でも９点と
カットオフスコアの２つの基準をいずれも
下回る得点にまで回復していた。MINI によ
る構造化面接の結果，介入後とフォローアッ
プの時点で大うつ病性障害の診断基準は満
たしていなかった。 
対象者 B（19歳，女性）は介入前の CES-D
得点が 31 点であり，島ら（1985）と佐藤ら
（2013）のカットオフスコアをいずれも上回
っていた。集団認知行動療法プログラムへの
参加後，CES-D得点は 26点まで減少し，島
ら（1985）のカットオフスコアを下回るには
至らなかったものの，佐藤ら（2013）のカッ
トオフスコアを下回る得点となっていた。フ

ォローアップ時点のアセスメントには参加
していなかったため，維持効果についてのデ
ータは得られていない。なお，MINI による
構造化面接の結果，介入後の時点において大
うつ病性障害の診断基準は満たしていない
ことが示された。 
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